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「スマホやめますか、それとも大学やめますか？」

大学の入学式は４月の始めに行われます。昨年４月のニュースの見出しに

次のようなものが出ました。「スマホやめますか、それとも大学や
めますか？」という衝撃的なものでした。これは、信州大学の入学式で
山沢学長が新入生に向けて話されたあいさつについてのニュースに対する見
出しです。全文は難しいので一部を紹介します。

「スマホやめますか、それとも信大生やめますか？スイッチを切って、本
を読みましょう。友達と話をしましょう。そして、自分で考えることを習慣
付けましょう。自分の持つ知識を総動員してものごとを根本から考え、全力
で行動することが独創性豊かな信大生を育てます。」

ここでみなさんに考えてほしいことが二つあります。
一つ目は、各自のスマホ・携帯電話とのつきあい方です。スマホの使用時

間と学力は反比例するとか、スマホの使用時間と脳細胞の減退数はリンクす
るなど使用時間がもたらす影響について様々言われています。当たり前です
が、ルールを守って適切な使い方をすれば便利で有用なものです。是非もう
一度自分の使い方を見直して、つきあい方を家族と一緒に考えてほしいと思
います。
二つ目は、ものごとを一部分だけで判断してほしくないと言うことです。

この見出しだけ見るとものすごく強硬で、時代に合わないと感じる人もいる
と思います。これまでも発言の一部分だけが取り沙汰され論議になったり、
文章のある部分だけ取り上げて問題にするようなことが多々ありました。特
に近年多くなったように思います。情報が早く、取りやすくなり、そして社
会のスピードが速くなっていくとすべてを見たり、聞いたりする余裕がなく
なり、ゆっくりと考えなくなり、一部で全部を判断してしまいます。これは
本当に怖いことです。今回の山沢学長のあいさつの論旨の中心は決してこの
見出しにあるわけではありません。みなさんには常に批判的な目と考え方
（クリティカルシンキング）を持って、ものごとを表面だけで判断しない姿
勢、本質を追究する姿勢を養ってほしいと思います。山沢学長のあいさつの
全文は検索すれば見られますので是非読んでみてください。

松江東高校に来て一年が経とうとしています。時間の経過が年を追うご
とに早く感じられるのは、自分がそれだけ歳を取ったと言うことでしょう
か？残りの教員生活をみなさんと一緒にいろいろなことを考え、議論して、
成長していきたいと考えています。来年度もよろしくお願いします。



《祝 》第３２期 卒業記念特集！

3月3日（金）卒業証書授与式が行われ、32期生188名が本校を巣立っていきました。そこで本号
では3年担任の先生方からの言葉とともに、写真で卒業生の3年間を振り返っていきます！

【３２Ｒ 尾原美香先生】
共に歩んだこの３年間、皆の素直さ、明るさ、
もがきながら成長していく姿、笑顔、すべてが
貴重な思い出です。たくさんの宝物をありがと
う！これからも、自分らしさを大事にして、それ
ぞれの道を歩んでいこう。皆さんの人生が輝
けるものになりますように。

【３３Ｒ 藤原弘晃先生】
♪走り出せ 走り出せ 明日を迎えに行こう

どんなに小さなつぼみでも
一つだけの Happiness♪

年を重ねる毎に1年が早く感じられますが、今
年度は更に早く感じた1年間でした。たくさん
の方に支えて頂き、卒業生はしっかり走り出
してくれました。本当にありがとうございました。

【３１Ｒ 多賀秀哉先生】
卒業おめでとう。32期生と過ごした日々は毎日様々な
事があって、気付いたら卒業式の日を迎えていたよう
な気がします。苦労ももちろん多かったですが、その
分大きな歓びも経験させてもらいました。後輩となった
みんなの今後の活躍を今度は先輩として楽しみにして
います。



【３４Ｒ 福井有希先生】
有形無形の数々の思い出を、この学校に、そして
人々の心に刻み、誇らしく旅立っていく姿に、三年間
という時の重みを改めて感じました。この出会いに
心から感謝します。これからも愛され続ける皆さん
でありますように。

【３５Ｒ 大石猛先生】
素直で人を大切にすることができる、人間的に
素晴らしい32期生の皆さんと関わることができ
て幸せでした。何度も皆さんの笑顔に元気をも
らいました。本当にありがとうございました。こ
れからも、つらいとき、苦しいときこそ笑顔を忘
れず、色々なことに挑戦し続けてほしいと思い
ます。皆さんの将来に幸多かれと祈ります。

【３６Ｒ 伊藤淳史先生】
卒業おめでとうございます。いよいよ専門的な学
びが始まります。「セオリー」だけでなく、試行錯
誤を重ねながら力をつけてください。最後に、楽
しい3年間をありがとう。
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【４月】
10日 始業式 補習科入科式
11日 入学式
13日 内科検診(２年)
20日 スポーツテスト・身体測定

防災避難訓練(火災)
25日 ＥＴＣ①
26日 遠足
27日 歯科検診(３年)

立会演説会・生徒会長選挙

【５月】
2日 ３年進研記述
10日 生徒総会
12日～ 中間試験(～15日)
16日 壮行式

内科検診(３年)
17日 総体激励週間(～総体終了)
18日 歯科検診(２年)
26日～ 前期高校総体

（～28日まで）

【３月】
24日 終業式・離退任式
27日 補習科入試
28日 入学予定者会
30日 補習科合格発表

東高生の活躍を紹介します！
社会勉強もたくさんしています！

日本年金機構の方を講師に迎え、
年金講座を行いました。「知ってお
きたい年金の話」と題し、わかりや
すく説明していただきました。

【 男女バスケットボール部 】 中国新人大会 １回戦突破
２回戦以降は雪のため中止。

【 女子ハンドボール部 】 中国新人大会 予選敗退
【 アーチェリー部 】 島根県インドア大会（２月）
少年女子：安達慧１位 渡部麻奈美２位 若槻歩夢３位
新人女子：三好美令１位 藤原早和２位 内田明日華３位
【 サッカー部 】 県新人戦 ４位
【 女子バレーボール部 】 県新人戦 ３回戦敗退
【 剣道部 】 県新人戦
男子団体ベスト８、女子団体４位、男子個人ベスト１６
【 文化創造部 】中国地区高等学校放送コンテスト
朗読部門：竹澤里那 野津嘉子 優良賞
【 美術部 】読書感想画県コンクール
梶谷由羽菜 松田りの 後藤育子 優良賞

総合的な学習の時間における
「理想の島根」に関する学習に
当たり、県内外で活躍する本校
卒業生を招い
て社会人講話
を行いました。

ふるさと島根定住財団ジョブカフェ島
根の中澤雅美様にご講演頂きました。

「ふるさと島根」を大切にする気持ち
を再確認しました。

年金講座（３年生）

模擬裁判（１年生）社会人講話（１年生）

ふるさと講座（３年生）

主権者教育（２年生）

ボート部とアーチェリー部が
３月に行われる全国高校選抜大会に
出場します。
３月９日に壮行式が行われ、全校生徒
から激励を受けました。

健闘を
祈っています！！

島根県で働く弁護士の方をお招
きして模擬裁判を行いました。裁
判員として活発に話し合いを行っ
たり弁護士の方のお話伺ったり、
貴重な経験ができました。

地歴・公民科担当の先生方が「有
権者になるためには日頃から新聞
やネットを見て社会のことにアンテ
ナをはり、興味を
持つことが大切
である」というこ
とを話しました。


